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ニホンザルの住む自然

平成4年はさる年ということでニホンザルに

ついて私の考えを書いて見たいと思います。ニ

ホンザルは青森県から鹿児島県屋久島まで生息

している日本を代表する哺乳類です。ニホンザ

ルは約30万年前氷河時代に日本列島が大陸と地

続きであった頃、ナウマンゾウなどと共に大陸

から渡ってきて日本列島に住み着いたけもので

す。我々人間が住み着くよりはるか昔から日本

の自然と共に生きてきた動物です。ニホンザル

の生活圏は広葉樹林で針葉樹林には住むことが

できません。近年の植林化により広葉樹はスギ

やヒノキの林に変化しサルの住める林がどんど

ん姿を消してサルの住み場所がなくなりつつあ

ります。特に最近は農作物の被害があるという

ことで、害獣としてどこでも問題にされ駆除さ

れています。このまま推移すれば21世紀には

姿を見るのが困難な希少動物になる可能性があ

ります。これはサルだけの問題ではなくカモシ

カ、ツキノワグマ、イノシシ、シカなどすべて

の動物に共通して起きている問題です。

愛知県について考えてみましょう。現在県下

のニホンザルの分布域は三河山間部に限られて

います。50年前には犬山にもニホンザルの群れ

が住んでいましたが、戦争中の林の乱伐などで

姿を消しました。大正12年(1923)東北帝国大学

医学部の長谷部言人によって全国ニホンザル生

息状況のアンケート調査が行われた。この調査

は当時報告されなかったが、この原資料が保存

されていて、ニホンザルの大正時代の分布を復

元する研究が行われました。この資料で愛知県

の分布を調べてみると18の郡からの解答が寄せ

られている。このうち生息を伝えているのは来

た設楽郡、南設楽郡、宝飯郡、丹羽郡の4郡に

限られ、現在生息している額田郡においては生

息しないと報告されています。むろんアンケー

トへの解答ですから十分な調査の上のものでは

ませんのでどこまで正確かは分かりませんが、
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協議会会長大竹勝

当時の分布概要を知る手がかりになります。こ

の資料から考えられるのは奥・東三河の山間部

と、尾張では犬山だけに生息すると報告されて

います。ここで生息しないとされた地域に本当

にいなかったのでしょうか、現在のように猿害

をおこさないで山間にすんでいれば、郡役所で

は問題にならなかったとも考えられます。もう

ひとつ重要なことは三河から尾張へかけてのミ

カワバイケイソウ、シデコブシなどの分布する

湿地の多いハゲ山地帯に分布していないことで

す。犬山でも生息するとされた場所は、木曾川へ
に面した比較的植生のよい栗栖に限られていて

います。善師野から瀬戸へ続くハケ山地帯やそ

の中に点在する小面積の照葉樹の林には分布し

ていないのです。このように考えると過去の分

布から現在まで植生がどのように変化して来た

かを知ることが大切になります。

現在ニホンザルは東三河の山間部の本宮山、

明神山、日本塚山周辺部などに分布しています

が、分布域は拡大の傾向にありいずれの地域で

も猿害問題がおきています。額田町での調査で

は、群れの行動域が広いということがわかって

きました。サルたちは広い植林地の中に点在す

る少ない自然林とその周辺にある農作物に依存

して生きています。生息地の自然林を人間が針へ
葉樹の植林に変えた代償を、現在自然から求め

られているような気がします。農業の機械化と

過疎は、畑にほとんど人のいない状況を作り出

し猿害を助ける役割をしています。山に自然林

がない現在、このままではサルを山に帰すこと

は不可能に近く、人はサルとから作物を守るた

めということで、サルがいなくなるまで駆除を

することになります。サルがいなくても困らな

いと言いますが、サルも住めない環境が豊かな

自然で、本当に人間にとって住みやすい環境な

のでしょうか､いまこそ真剣に考える必要があ

ります。



協議会行事報告

【シダ植物研修会】

●H3.12.1於嵩山蛇穴付近（豊橋市）

シダというと同じような形をしていて名Iiiiを

覚えにくいという感じを持っている方が多いで

しょう。そこで、シダに少しでも親しんで戴こ

うと研修会を計画しました。

当日は、穏やかな天気に恵まれ、講師の福原

稔先生（束海シダの会）と生徒15人が、畷僑市

嵩山（スセと呼びます）の蛇穴付近でシダの観

察を行いました。シダについてははとんど分か

らないという人が多く、微妙なシダの分類に皆
へ

さん頭を悩ましていたようですが、それでもシ

ダ分類のポイントといくつかの名前は覚えたこ

とと思います。

シダといっても、カニクサ・ヒカケノカズラ

・トウケシバなどシダらしくないものに感心し

たり、日頃見られないハイヒラゴケなどを見た

り、シダの意外な美しさに気付いたりもしまし

た。

昼休みの後には蛇穴の中も探検でき、楽しい

一日を過ごすことができました。

【理事会】

●H3.12.15於竜美丘会館（出席108)

①平成3年会計執行状況について

12月時点で収入2,12]千円、支出l,406千円。

へなお、今後の執行見込みを考え、通信費及び印
刷費が予算より120千円程度増加すること、寄

付金等が増えたため積立金を30千円増やすこと

が了承されました。

②5カ年計画及び平成4年事業計画

5カ年計画の事務局案で、新規事業として、

統一観察会、周伊努湾要素植物調査、自然観察
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地マップの作成、研究会の開催、パンフ「自然

に親しむためのマナー」の作成、シンポジュウ

ムの開催(平成8年)、などが出されました。こ

れに対して、現在行っている全県一斉観察会の

ようなアッピール性のあるものを理由もなく止

める必要はないこと、調査は多くの人が参加で

きるものが望ましいこと、貴重な植物の調査は

保護に留意すること、行事や印刷物の発行等に

際して子供向けを対象としたものを増やすこと

が望ましいなどの意見がありました。これらの

意見を踏まえて、事務局で計画を再検討されま

す。

③協議会の組織幣備について

平成4年度から事務局に運営・普及・調査・

編集の4つの部会を設けて事務の分担を図るこ

ととし、そのために必要な規約改正を次の総会

に提案することとしました。また、規約改正に

は、会計の位置付けの明確化、会員資格の緩和

（指導員資格の喪失を脱退条件にしないこと）

なども加える予定です。

なお、通信費等の増加により経理に余裕がな

くなっていることと、事務の省ﾉj化、円滑化を

進めるために会費のj曾額も止むを得ないのでは

との意見が出されました。



〔シリーズ〕私のフィールド

鳳来寺周辺から、南西諸島、名古屋東山丘陵まで

－栽培家から自然保護運動家への道程一 名古屋支部武田篤

私のフィールドを語るには、まず、小学校に

あがった夏休みの鳳来寺一三河槙原から、始め

なければならない。その年の夏休み、安城農林

高等学校の演習林を預かる原田氏の案内で山に

入り、初めて植物採集と標本作りをおこなった。

ノギランとか、ホソバシャクナゲがあったのを、

覚えている。この時、クロモジは香りがよいの

で、つまようじにすると、教えられた。そして、

その後も例年のように訪れることとなった。川

で、カジカガエルを取ってきて、水槽に木や草

を盆栽のように植え込んで飼ったり、セッコク

やイワヒバを川で拾った切株に付けたりもした。

本当にこの地の植物に強くなったのは、自分で

行けるようになった後年のことだが、流紋岩の

一枚岩からなる沢筋には、必ずウチョウランや

ハナゼキショウがあり、そのすぐ上には、ホゾ

バシャクナゲやヤマグルマが繁っていた。谷筋

にツガ、岩場にヒメコマツと、自然が創り出し

た庭園のようであった。橋の下の深みには、ア

ユが、藻（現在は、珪藻で飯を食っているのだ

が）をはんでいるのが見られ、夜になれば、浅

瀬で餌を漁る一今思うに一アカザやギギが懐中

電灯で照らし出された。川近くの木々には、ヨ

ウラクラン、カヤラン、クモラン等が見られた。

柿平駅の上流の岩場には、イヮヒバ、セッコク、

ムカデランが見られ、拾ってきたムカデランは、

ヘゴ板の上でいまも花を咲かせる。鳳来湖の奥

へ入れば、ナツツバキやコブシ、ムシカリも見

られた。そこから、尾根筋を棚山高原に至る道

には、サラサドウダン、コベニドウダン、ミツ

バツツジ、アカヤシオと5月の連休は、花盛り

であった。学生時代、県有林事務所でアルバイ

トをした折り、小耳にはさんだ白花のシャクナ

ゲも、挿し木でちゃんと庭木になっている。

中学の頃開拓したのが、メII谷、三好方面のた
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め池と岡崎の湿地で、もっぱら自転車を利用し

ていた。小堤西池やその周辺で、ミカワタヌキ

モ、タヌキモ、ノタヌキモ等を採集して、数年

は維持していた。確か、文化祭に、栽培品の食

虫植物を展示したこともある。イシモチソウは、

見かけたが、ナガパノイシモチソウには、お目

にかかれなかった。ジュンサイ、ヒメコウホネ、

ヒツジグサ等も採集できた。しかし、今となっ

ては、様子が一変し、池の場所さえ特定できなへ
い所も多い。岡崎の湿地周辺では、ウメバチソ

ウ、レンケヅツジ、マツムシソウ等、高原の植

物を、海抜数十メートルの地で見ることができ

た。3月末には、スズカカンアオイの葉裏にギ

フチョウの産卵があり、4月の終わりには、ヤ

マツツジが、肌色からピンク、樺、赤、紫まで、

－モチツツジが、浸透性交雑を起こしながら変

異を大きくしている個体群一咲き揃っていた。

それが終わると、カザグルマの季節である。残

念ながらこの地も、開発計画が立てられている

ようである。

大学に入ると、ツツジの変異に関心を持ちつ

つ、南西諸島の方に目が向いていった。西表、

石垣、沖縄本島へは、1ヶ月以上をかけて転々

とした。西表では、何を見ても感激という陶酔へ

状態で、もうハブなんか恐くなかった。仲間川

流域のマングローブ林と湿地林がすばらしく、

船のチャータもあったけれど、腰まで泥水に浸

かりながら移動した。カワセミ7羽が、水面に

伸びた枝に並んでいたのが、印象に残っている。

植物は、すべて大きく、ナンヨウリュウビンタ

イは、3メートルにも育っていた。この時拾っ

てきた、オオタニワタリは、1メートル以上の

大株になっている。島の縦断では、セイシカ、

サキシマツヅジ、タイヮンヤマヅツジの開花を

見ることができた。はぜ残りの種子、崖地に生
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えた小苗、挿し穂を持ち帰った。西表のセイシ

カは、か弱く、実生すら枯れてしまったが、サ

キシマツツジは、半月以上持ち歩いた挿し穂が

活着し、毎年トランペヅト状の花を咲かせてい

る。着生間も、いくらでも拾うことができた。

マリウドの滝近くでは、ポットホールで、ミカ

ワタヌキモに再会した。コモウセンゴケは、南

方系の幅広タイプであった。帰りは、西海岸の

山を越え、大潮の珊瑚礁を歩いた。カサノリや

ら、黙帯性海水魚、ウミヘビ等、多くの生き物

に出会うことができた。オオゴマダラ、コノハ

チョウ、リュウキュウアサギマダラ等の蝶や、

セマルハコガメ、ホオグロヤモリ、キノポリト

カゲ等も忘れてはならない。石垣島では、水田

の脇で根を洗われて倒れていた、ヒカゲヘゴを

背負ってきたが、温室の中でも枯れてしまった。

沖縄本島は、与那覇岳へ登ったが、シイ林の中、

どこ力頓上かよく判らなかった。オキナワセッ

コクが、1メートル以上のくす玉状に生育して

いた。倒木上の実生を持ち帰ったが、黒班病で

枯らしてしまった。その後購入した株も、やは

り耐病性がなかった。ふもとの名ばかりのキャ

ンプ場では、ウジルカンダが太い蔓に幹性花の

ように花房をつけていた。ソテツの自生地や、

隆起珊瑚磯上の植生なども観察した。サキシマ

ハブは、飛び越えてしまったが、毒性の強いハ

ブは、頭を打ち砕かれて虫の息のものを見ただ

けであった。それでも、2メートルもあるとぞ

っとする。当時は、ヤンバルコガネもヤンバル

クイナも発見されていなかった。もう、あの地

も、林道が走り、開発に晒されていることであ

ろう。

屋久島へは、2週間近くかけてほぼ1周と、

縦走をした。東海岸では、サクラヅツジが咲き、

バナナの木にスコールの後の虹は、まさに南国

の風景であった。しかし、いったん山に登ると、

まだ冬の季節で、花崗岩の風化力職りなす湿地、

花之江河は、獺吉していた。ポリタンの水も氷

だった。尾根筋のヤクシマシャクナゲは、霧氷

に固められていた。屋久杉も、まるでカリフラ
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ワーのようで、不思議の国に来たようだった。

少し下ると、ナヅツバキの赤い幹が白い氷の中

に映えていた。大杉谷で、一息つくと、そこは

初春で、白い2，3輪咲きのツクシショウジョ

ウバカマが見られた。ちなみに西表では、さら

に小型で白1輪のオキナヮショジョウバカマで

ある。屋久島の植物は、厳しい環境のためか非

常に強健で、花も木に比べて見事なものが多い。

フイルムケースに入れてきた、ナナカマドの芽

生えは、着性に適応しているためか、横にばか

り伸びたがる。

このあと、10年のブランクがある。しかし、

名古屋の平和公園で、トウキョウサンショウウ

オの繁殖を見つけて、平和公園自然観察会に参

加した。後には、大学剛tに親しんだ、東山の

湿地がゴミで埋まっていくのを見るに忍びず、

東山自然観察会を主催し、ゴミ片付けから、湿

地の保護作業もやるようになった。東山植物園

前のロータリーから南へ300メートル程いくと、

東へ分かれ道がある。その東北の角に1つの湿

地がある。東の丘から湧き水があり、水路沿い

には、シラタマホシクサが咲き、丘側には、カ

キラン、サギゾウ、ミミカキグサ類、モウセン

ゴケ類、オオミズゴケ、北方系のハリミズゴケ、

ミズギボウシなどがあった。－ゴミの不法投棄

により、中性富栄養化が起きている。しかし、

ミズゴケの中は、pH3台である。緑のカーブ

とトンネルを抜けて、八事裏山に至ると、天白

渓のため池だった湿地がある。そこから、尾根

を東に越えると、子供たちの遊び場となってい

る、摺鉢状の裸地「人間地獄」に至る。その向

いに、ヒツジグサとヒメコウホネの浮かぶ小池

があり、この周辺が、トウキョウサンショウウ

オの産卵地となっている。この一帯も平成6年

の国体に向けた、テニスセンターと取り付け道

路の建設で、ずたずたになりそうである。既に、

ハッチヨウトンポの多くいた、礫状湿地「メガ

ネ湿地」は、調査されることもなく、道路とな

った。

(1991.12.07記）



観察会報告

財賀寺観察会（11月3日）

東三河支部天野保幸

秋を満喫しました。

ムササビの話、分かっていたつもりですが感

動しました。だって知らないことがいっぱいあ

ったんだもの。

紅葉には少し早く、秋の草花の最盛期をやや

過ぎていましたが、シイの実、マムシグサの仲

間の実などいろいろな実が見られました。中心

になる華やかなものは少なかったのですが、落

ち着いた観察会になりました。そんな中でムサ

サビなどの野生動物の生活痕など、興味深い内

容がありました。また、ヒノキバヤドリギなど

普段では目につきにくい植物を観察する機会に

も恵まれ、こじんまりとした観察会でした。

今回、参加人数の割りには子供が多く、ゆっ

たりとしたペースで行えたことはよかったと思

います。ゆったりとしたペースだったからこそ

目についた生物もありました。ホコリタケもそ

んな生物でした。

・担当一一東三河支部A班

・下見-10/13内容検討

10/27現地の状況把握、ﾃｷｽﾄ検討

・当日の観察

野生動物の生活痕を探そう（ﾑ州を中心に）

土の謎（土のできかたと色）

秋の草花（種子の散布・キノコの役割）

ヤドリギの仲間（ﾋﾉｷﾔドﾘギを中心に）

・参加者

一般23人、指導員13人計36人
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尾張支部月例観察会（11月10日）

尾張支部北岡明彦

場所；瀬戸市岩屋堂

〔駐車場～岩巣山展望台～瀬戸大橋～駐車場〕

愛知県委託の自然観察会と合同しての月例観

察会となりました。大人数が予想され、天候が

気づかわれました。

当日はやや曇が多く肌寒かったが、まずまず

の観察会日和。受付は、大人54名、子供54名で

108名、7斑に分かれてスタート。

本日のメニュウは①ムササビの生活痕をさが

そう②珍木マルバノキを観察しよう③ドン

グリ拾い④水生昆虫により水質を判定しよう

一の4ってす。

なかでもマルバノキ

（マンサク科）はちょ

うど満開。アカヒトデ

が背中合わせになった

ような奇妙な花とその

変な臭い、独特な丸い

葉と紅葉の特徴をしっ

かり観察することがで

きました。きました。ﾏﾙﾉｷ

前日の下見の時は展望台から名古屋港がバッ

チリ見えましたが、当日は曇り気味で絶景とい

う訳にはいきませんでした。しかし、日溜まり

はポカポカ暖かく、昼食には最高1

メインテーマの水生昆虫は、担当2名が、午

前と午後1回ずつ計4回に分けて行いました。侭

15分間の自由採集時間に大物のヘビトンボ・ク

ロスジヘビトンボ・オニヤンマ・コオニヤンマ

・コヤマトンボが次々と採れ、サヮガニやヒラ

タカゲロウも登場し、皆が大喜びしました。私

が一番気に入ったのはナベブタムシ（水中のカ

メムシの仲間）。

参加者は35人のボーイスカウト以外は親子連

れが大半を占め、和気あいあいのうちに怪我人

もなく無事終了することができました。

参加した人、一人一人が何かひとつでも自分

の新発見をして貰えたら・・と思いました。



ログラムが組めるであろう。生き物を中心に据

えることによって、初めて真の環境教育が成り

立つのではなかろうか。この印象からは愛知県

に数多くある「少年自然の家」のスタイルと見

た。少年自然の家でも、せっかく自然の中にあ

りながら自然に触れるプログラムが少ない。結

果的に時間の多くが集団活動に費やされている。

それにしても、子供達を大自然の中に連れ出

すことの意義は大きい。その中で如何に自然に

触れさすか。滋賀県の「うみの子」を見学して

考えることが多かった。

自然観察施設訪問④

－滋賀県フローティングスクール

「うみの子」－

中西正

11月上旬、琵琶湖を訪れる機会があり、その

際「うみの子」を見学した。

滋賀県は中央に琵琶湖を抱えるため、早くか

ら環境保全運動が盛んな所である。行政もこの

問題には大きな力を注いでいる。このため、学

校教育にも生かされることが多い。今後、環境

教育は学校教育の中の大きな部分を占めること

になろう。滋賀県は、この面での先進県といえ

る。

「びわ湖フローティングスクール」は教育委

員会と連携をとりつつ、組織的には独立してい

る。ただし、その運営には指導主事があたって

いる。「うみの子」と呼ばれる900tの船を持ち

これが活動施設となる。240人が乗船でき、中

には講堂（学習室）・食堂もある。県下の小学

5年生は全員この船で学習することになってい

る。今までに15万人の利用があったという。

一航海は一泊二日で、学校の近くの港から出

航し、大津には立ち寄ることを原則にしている。

ここが県都であるということと、湖北と湖南の

水の色の違い（汚れの具合）を見させることが

ねらいだという。水の汚れということでは、船

上に用意してある湖北と湖南及び水道の水の透

明度も比較する。また、プランクトンの観察も

させる。

今回は大津から琵琶湖大橋までのクルージン

グを体験した。比叡の山とその紅葉、湖岸に広

がる「エリ」、湖面を舞うユリカモメ、湖岸に

迫った家々、そして水の色と次々と自然は変化

した。しかし、フローティングスクールのプロ

グラムを見ると自然に関してのものが少ない印

象を受けた。その中には、スポーツ活動があり、

集団活動があり、そして創造活動と称するもの

と盛りたくさんである。もっと自然環境に重点

を置いた方が意味ある活動になるではなかろう

か。湖の自然を前にすればきっと素晴らしいプ

｢湖の子」学習活動の日程
一

時
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なぎさと浜の考現学①

砂浜の砂 らの禾必密－さら＝

東三河支部高橋康夫

図は「ふるい」を使って調べた、豊川下流の

砂と渥美半島の太平洋岸の砂の比較ですが、川

砂の大きさにはばらつきがあり、海岸の砂の大

きさはほぼ同じところに揃っていて、さらさら

している特徴がよく分かります。

砂浜で、乾いた砂を手にすくって見ましょう。

指の間から小気味よくさらさらと流れていきま

す。

砂浜はどんな砂粒できているのでしょう。そ

れを調べる簡単な方法をお教えしましょう。ガ

ムテープを10cmほど切り、砂におしつけてそっ

と持ち上げ、ビニール袋に入れぴったり押さえ

つけるのです。これで砂浜のコピーができまし

た。いろいろな場所でコピーを取って、砂浜の

コレクションをつくるのも面白そうです。

これだけでも、粒の大きさや色などがわかり

もっと詳しく調べたいときは、「ふるい」を使

います。一定の量の砂をとり、荒い目の「ふる

い」から順に残る量を計っていきます。そのデ

ータを、横軸に粒の大きさ縦軸に構成比をと

りグラフにします。

刀
駒
印
鞄
動
詞
Ⅶ
％
粕
詞
麺
胸

（
慨
凰
比
）

’
－

表浜

｜くま塚海岸）

へ

一

叩
且川

（＊田瞳下）

H_-_
21唾01お－

0お0.唾

（砂の大心さ）『

川の砂と海の砂の大きさ

－ちょっとひねった自然観察Ⅵ

ムササビ探偵団
尾張支部北岡明彦

劫になり芽・コウヨウザンの冬芽・クスの若枝・ヒノ

るのが自キの冬芽などの食害痕です。これらのうち2

つ以上確認できればOKです。

捜しがあさあ、皆さんも寒空の下、どんどんフィー

ビフライルドヘ飛び出しましょう！

冬こ二ぞ里予夕卜〆～！

冬はどうしても家から出るのが億劫になり

がちですが、そんな時こそ野外にでるのが自

然観察指導員です。

冬の代表的自然観察に動物の痕跡捜しがあ

ります。雪上の足跡や糞・リスのエビフライ

（何かわかりますか？）・ムササビの食痕と

糞などです。

中でも楽しいのがムササビの生息調査です。

スギの大木が何本かあって、周辺に天然林の

ある神社なら、大抵はムササビが棲んでいま

す。彼らはリスやノウサギと同様、私たちの

ごく身近にいる動物なのです。

ムササビ捜しのポイントは、①スギの大木

皮はぎ②大木の下のコロコロ糞③社殿の

木壁に開けた丸穴④シイの実・サクラの冬

へ

ムササビがかじったシイの実と糞

7



負迭汽よ1

21世紀あいち万博予定地～海上の森～

ものみ山だより

尾張支部北岡由美子

ll～12月にかけて、ものみ山自然観察会とし

てはビック・イベントが続き、しかもどれも盛

況に終わり、徐々に「海上の森」のことが浸透

しつつあるかなと嬉しく思いました。11月17日

（日）は海上の里の稲刈り後の田で、人でつく

る絵（ビック・アート）をつくり、参加者は約

100名で、白い傘でシラタマホシクサの花、人

畠驚憩親‘糞鮠塞念麓
SaveGreen」としました。無料で、海上の森の

遠景、中景、近景を航空写真で撮ってもらえる

ということで応募したのですが、これが愛知県

知事賞となり、嬉しいおまけつきでした。また、

11月24日（日）の秋の紅葉観察会にも100名ほ

どの参加者があり、これには尾張支部、名古屋

支部の指導員の方にも協力していただき、コナ

ラ・アベマキの燃える秋を楽しみました。まだ

ノコンギクも残り、タカノツメの透きとおった

黄やヒヨドリジョウゴのつやのある赤、ムラサ

キシキブの紫と、色とりどりの秋でした。最後

は、12月1日（日）の河合雅雄先生の講演会で、

これも約150名の参加者があり、先生の『子供

内時代に自然と遊んだことが大人になってから生

きる活力になる』というお言葉はとても心に響

くものでした。

｜

河合雅雄先生講演会

8

様々な形でこの海上の森のすばらしさを県内

の一人一人の方に識っていただきたいと思いま

す。この森に生きている多くの草木鳥獣、昆虫

類その他を大殺生してまで、万博というお祭り

をする権利が私たちヒトにあるのでしょうか？

雑木林の冬もまた美しく楽しいです。ぜひ一度

おいでください。

～犬山発NaturingNO､21，12．7～

犬山のカモ情報（大竹勝発行）

12月6日、木曽川のカモを観察しました。継

鹿尾の氷室付近ではほとんどカルガモでマガモ

が2羽いました。ここで一番多いのはカヮウの

集団です。鵜沼側にチャートの岩盤が露出して

いる場所で多くのカワウが羽を休めています。

採食の時はくつの場所でするようですが、カモ

のように長く泳いでいるのは苦手らしく、この

ような岩盤で羽を拡げたりじっとしたりして休

んでいるようです。一度に沢山の魚を蝿呑みに

して採食し、ゆっくり消化をするのを待ってい

るのでしょう。ライン大橋のダムの上流では、

ことしもカンムリカイツブリが10羽いました。

あとはカルガモ・マガモ・オナガガモ・カイツ

ブリ・コガモですが数墹iのように数がいませ

ん。この暖かさで釣り人が多いせいでしょう。

木津へまわりグランド上流の木津用水の取り入

れ口頭首工の川原に出掛けました。ここでは沢

山のカモが観察できました。カワアイサが昨年

のように20羽以上いましたがメスが多いようで

す。ハウビロガモ・オカヨシガモも観察できま

した。この日はほかにアオサギ・コサギ・カワ

セミ・ハクセキレイ・キセキレイ・トビ・ハイ

タカ・ハシボソガラス・カワラヒワ・ホオジロ

・ヒバリ・ジョビタキ・キジバトを観察しまし

た。



愛矢口の自然養見察一

自然研究=Eヨ然ｲ呆言麓グループ

36号に追加分です。皆さんに知らせたい団体が

ありましたら、お知らせください。

〔記載内容〕①会の名称②代表者③連絡先

④活動内容⑤入会方法・資格⑥会費等

①瀬戸自然の会

②金森正臣③事務局瀬戸市ひまわり台3-72

左路伸子冠0561-48-1683

④瀬戸市民を対象にして、身近な自然の重要性を

認識するための講演会を年l～2回行う。

⑤とくになし

①ものみや山自然観察会

②北岡由美子③瀬戸市柳ケ坪町98-580561

-84-2953④毎月第2．4水曜日、第3金曜日、

第4日曜日の月4回の観察会。午前lO時愛知環状

鉄道山口駅前。午後3時終了。

⑥参加費200円

①面の木倶楽部

②北岡明彦③瀬戸市柳ケ坪町98-5aO561-84-

2953④毎月第3日曜日（92年度は第1日曜日）

に稲武町面ノ木峠ブナ原生林で自然観察会を行い

ながら生物調査をする。⑥参加費300円

①瀬戸の環境を考える連絡会

②加藤昌③瀬戸市品野町4-52360561-41-

l466④東海環状自動車道・21世紀愛知万博．生

き生きビジョン21等の大規模プロジェクトが目白

押しの瀬戸市で環境を守るための運動をしてきた

団体・個人が連帯して行動する。

－－＝－－ 9

ク殖届互麺
愛知県内の名古屋版・三河版などに載った自

然に関わる記事を紹介します。

◆サル3時間出没で騒動◆

18日午前9時30分ごろ、蒲郡市三谷町一舗の

民家の屋根にニホンザル（体長60センチ・雄）

一頭がいるのを、近くの道路工事の人がみつけ

た。蕃察管12人と県・市の担当者が追いかけた

がサルは自在に逃走、午後0時40分ごろ豊岡町

で姿をけした。(91.11.19読売）

◆安全な越冬地（初立池）カモの群れ◆

冬の訪れを告げるカモの群れの飛来が、渥美

半島の初立池（渥美町）で本格化しはじめた。へ

豊川用水の貯水池として、1968年に完成した初

立池は周辺を含めて鳥獣保護区に指定されてい

る。狩猟期間が始まった15日以来、他の場所か

ら逃げ込む群れも多く、人工の池がカモにとっ

て安全な場所になっている。

(91.11.23)

◆失われゆく自然の宝庫◆

万博候補地を観察遊歩．．と海上の森が大き

く取り上げられています｡(91.12.2中日）

◆葦毛湿原枕木撤去渡り板に◆

都市近郊の低層湿原として、全国から毎年5

万人が訪れる豊橋市葦毛湿原の木道の枕木撤去

作業は豊橋市豊橋市自然歩道推進協議会の約30

人の協力で完了し、来年3月までにヒノキの脚

付き渡り板による散策路、総延長約600Inが完へ

成する。(91.12.10東海日日）

◆人工孵化全国初成功◆

愛知県水産試験場内水面分場（播豆郡一色町）

は9日、養殖ウナギの人工孵化に全国で初めて

成功したと発表した。これまでは天然のシラス

ウナギを採取してそだてる養殖法だった。同分

場で育てた親ウナギにホルモンを投与し産卵、

孵化させた。しかし、今回は孵化後45時間で全

て死滅した。今後は、孵化後の飼育が課題とな

る｡(91.12.10毎日）



◆建設やめ緑の森創造を◆

豊橋市が、豊橋公園に建設を予定している芸

術会館などの建物の建設を取り止め、同公園を

「市民の森」にし、隣接する沖野地区も水郷公

園として整備、東三河の緑の核とするよう、自

然保護団体など十二団体が20日連名で豊橋市長

と市議会議長に陳情書を提出した。提出したの

は、豊橋の文化を語る会、まちの木を大木にす

る会、三河生物同好会、豊川を勉強する会、豊

橋自然歩道推進協議会、豊橋有機農業の会、豊

橋ヤマアイの会、豊橋ホタルの会、豊橋ボタニ

カル・アートの会、カタクリの会、東三河自然

観察会・東三河野鳥同好会の十二団体。

(91.12.21毎日）
へ

ルです。こまめに群れのなかを動き回ったり、

長い時間をかけてグルーミングしてあげたりな

かなかの気遣いです。

地球環境問題が叫ばれている昨今、生態系の

頂点にたつ我々上卜が自然に対してより多くの

気遣いが必要ではないでしょうか。秩序ある生

態系が維持されるように、観察会活動を通して

今年も頑張りましょう。

★協議会も12年目を迎え、会員数の増加に伴う

組織上の改革や行事の質的改善を検討していま

す。l2月の理事会では、研修会の内容が固いの

ではとの意見が出され、会員の交流の時間も設

けようということになりました｡2月29日から

の犬山での研修会は夜7時過ぎはたのし～い時

間になりそうです。

★この協議会ニュースも隔月発行になり1年に

なります。次回から少しずつ内容を変えていく

予定ですが、どうも「協議会ニュースlという

タイトルが固いというご意見もあります。実は

私もそう思っている一人です。他県のタイトル

は鹿児島県「しぜんかんさっ」，新潟県「みん

なの自然」，香川県「ネイチャー・ウォッチン

グ」，福岡県「ﾈｲﾁｬー ｳｫｯﾁﾝふくおか」京都府

「森の新聞」埼玉県「あらかわ通信」，青森県

「ブナの木j,島根県「おとしぶみ」，山梨県

「ノラ・やまなし」等々で結構バライティに富

んで個性的です。そこで、愛知県も「ハナノキ

便りl「カキツバタ通信j「みどりの仲間jや

AichiNatureWatcherAssociationを略し「A

NWAjとか考えてみましたが．。やはり、だ

めですかねェ。

★6回続いた、北岡明彦さんの「ちょっとひね

った自然観察」が今回で完結しました。大変、

御苦労様でした。また今回より、高橋康夫さん

の「なぎさと浜の考現学」が6回シリーズの予

定で始まりました。ご愛読の程。今年も多くの

方々の投稿を、お待ちしています。次の38号

（3月号）の原稿締切は2月lO日です。

編集部会〒44O豊橋市多米中町1-12-3

神戸敦竃0532-62-5308

年報愛矢口の自然蓑見察の原稿依頼

執筆予定の方には支部通信員のより連絡があ

ったと思いますが、以下の要領でお願いします。

ご多忙中恐縮ですが、提出期限|こついては発行

日が決まっていますので厳守を願います。

・原稿締切り1月31日（厳守）

・1ページの字数は31号以前の協議会ニュース

．と同じで22字×42行の2ブロック（題字を含

む）

・原稿提出先

〒463名古屋市守山区小幡西新60

吉田義人

へ ｜

錦幕枚記
★新年あけましておめでとうございます！

1992年が会員の皆様にも、協議会にも、

素晴らしい年でありますようにお祈りします。

★今年はサル年ですが、昨秋、上野動物園のサ

ル山をのんびり観察する機会に恵まれました。

ボスのロンは年老いており腕力では衰えがあり

ますが、集団を把握する点では大変思慮深いサ
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1月～3月の行事案内

＊他支部の行事にも参加出来ますが、急な変更

があるかもしれませんので照会の上、御鋤ﾛ下

さい。

①主催②集合場所・時間③照会先

④行事のねらい⑤参加資格。費用⑥備考

【1月12日（日）尾張支部月例観察会】

②犬山市善師野③大竹勝途0568-61-3659

④里山の冬鳥の観察

⑥午後は尾張支部の総会の予定

【1月19日（日）平成4年度奥三河支部総会

並びに作手高原自然観察会】

①奥三河支部②作手村役場前10500

③石川静雄冠05362-2-1171

④新年度の事業計画等⑤会員会食実費

⑥自動車参加

【1月25日（土）西三河支部親睦会】

②刈谷市洲原ロッジ（泊）

【1月26日（日）西三河支部総会】

②刈谷勤労福祉会館10:00～12:00

【1月26日（日）知多支部総会】

【1月26日（日）平成4年度東三河支部総会】

①東三河支部②西武セゾンホール2:00

③鈴木友之冠0532-61-8930

④新年度の事業計画等⑥総会後、懇親会

【1月26日（日）豊田市自然観察の森観察会】

③豊田市自然観察の森電0565-88-1310

④冬鳥をじっくり楽しもう

【2月26日（日）地層と巨木の観察会】

①知多支部③加藤寿芽冠0562-83-8425

④東海市内の地層と巨木の観察

⑤会員研修・一般参加可

【2月29日（土）～3月1日（日）指導員研

修会】

①協議会②入鹿荘犬山市篠平54

③山田博一竃鴫68号隅捌紳“

④尾張本諦辮隙,壜，当
ぺｨﾃざ
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【3月8日（日）「森のはたらき」観察会】

①知多事務所②東海市農業センター10:00

③知多事務所・林務課（田村）

aO569-21-8111

④農業センターの裏山の森の様子・小鳥・土

壌生物等を観察しながら遊ぼう，温室を見学

しよう

⑤一般・無料⑥名鉄河和線・太田川駅徒歩

10分，北東1.5キロ

"”…”"”"ゲ…〃……""タグ"”…ｸ"J〃”"”…

会 員の動き
ザ"”…〃”"'…”"げｸダｸｸｸ〃"””""〃”J”ゲク""…”ぬ

〔住所変更・住所表示変更〕

小野水三郎

〒ｲ51名占屋市西区城西イー1ジローズ浄心

念052－524－6594

黒出章

〒ｲ63名占屋市守山区西城2-31B-401

"052－793-3115

光岡晋

〒471豊山市日之出町2－7－6

aO565-31-2581

〔名簿訂正〕

jij回送付した会員名簿(11/1付)が誤っていま

したので次の様に御訂正ください

村瀬正成云0574-25-4785

武田篇NO.4923武出孝夫NO.89'l

武出平八N0.2468武出芳男N0.3282

竹村武雄N0.8077玉井房子N0.4925

多和出政彦NO.1587塚出帷子NO.2469

へ

へ


